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「オ
ス
プ
レ
イ
・
米
軍
機
低
空
飛
行
訓
諫
を
許
さ
な
い
但
馬
の
会
」
結
成

６
月

１４
日
朝
来
市
で
、

「オ
ス
プ
レ

イ

・
米
軍
機
低
空
飛
行
訓
練
を
許
さ
な

い
但
馬
の
会
」
の
結
成
集
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

但
馬
地
域
で
は
１
９
９
４
年
以
降
、

米
軍
機

の
低
空
飛
行
訓
練
が
繰
り
返
し

目
撃
さ
れ
、
多
い
年
は

８０

日
を
越
え
る

こ
と
も
。
島
根
県
、
鳥
取
県
に
連
な
る

低
空
飛
行
訓
練
空
域

（ブ
ラ
ウ
ン
ル
ー

ト
）
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
、

「墜

落
し
た
か
と
驚

い
た
」

「爆
音

の
大
き

さ
に
会
議
が
中
断
し
た
」
な
ど
住
民
か

ら
の
苦
情
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。
米
軍
輸

送
機
オ

ス
プ

レ
イ
が
沖
縄

に
配
備
さ

れ
、
本
土

で
の
低
空

飛
行
訓
練

計
画
が
公

表
さ
れ
、

危
険
の
増

大
が
心
配

さ

れ

る

中
、
但
馬

地
域
の
諸

団
体
、
個
人
の
住
民
組
織
を
立
ち
上
げ
る

協
議
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

６
月

１３

日
か
ら
低
空
飛
行
現
地
調
査

も
行
わ
れ
、
関
係
者
か
ら
米
軍
機
の
低
空

飛
行
訓
練

の
様
子
を
聞
き
取

り
ま
し

た
。
生
野
ダ
ム
で
は
、
職
員
か
ら

「５

月
に
も
、
米
軍
機
が
飛
ん
で
き
た
。

９０

年
代
末
に
は
、
操
縦
士
の
顔
が
見
え
る

ほ
ど
日
の
前
を
通
過
し
た
」
と
の
体
験

を
聞
き
ま
し
た
。

朝
来
市
副
市
長

「全
但
馬
の
間

題
、
他
市
町
と
も
共
同
し
て
」

周
辺
自
治
体
関
係
者
と
の
懇
談
で
、

朝
来
市

の
松
本
忍
副
市
長
は

「旧
生
野

町

の
職
員
だ
っ
た
の
で
、
低
空
飛
行
の

爆
音
で
会
議
が
ス
ト

ッ
プ
し
た
り
、
住

民
か
ら
の
苦
情
が
殺
到
し
た
の
を
体
験

し
て
い
る
。
危
険
は
実
感
し
て
お
り
、

全
但
馬
の
問
題
と
し
て
他
市
町
と
も
共

同
し
て
危
険
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。
養
父
市

の
小
林
実
総

務
課
長
は
、

「住
民
か
ら
通
報
が
あ
れ

ば

県
に
報
告
す

る
制
度

に
な

っ
て
い

る
。
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
中
継
地
点
が
養

父
市
内
に
は

４５
カ
所
も
あ
り
、
低
空
飛

行

の
訓
練
空
域
と
重
な

っ
て
い
る
部
分

も
あ
る
と
聞
き
心
配
し
て
い
る
」
と
不

安
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

・飛
行
訓
練
増
え
、
ド
ク
タ
ー

ヘ

リ
と
衝
突
す
る
危
険
増
大

‐４
日
午
後
、
和
田
山
駅
前
公
会
堂
で

の
結
成
集
会
に
は
、
県
下
各
地
か
ら

８０

人
が
参
加
。

塩
川
鉄
也
衆
院
議
員
が
、
日
本
共
産

党
の
調
査
と
国
会
論
戦
で
明
ら
か
に

な
っ
た
米
軍
機
訓
練
飛
行
の
危
険
な
実

態
を
防
衛
省
、
国
交
省
な
ど
の
資
料
を

駆
使
し
て
報
告
し
ま
し
た
。
特
に
、
自

衛
隊
の
訓
練
空
域
ま
で
が
米
軍
に
提
供

さ
れ
、
日
本
中
の
空
が
米
軍
に
支
配
さ

れ
て
い
る
実
態
に
は
驚
き
の
ど
よ
め
き

が
起
こ
り

ま
し
た
。

塩
川
氏

は
、
米
軍

岩
国
基
地

へ
の
米
軍

機
増
強
計

画
に
よ

っ

て
、
但
馬

地
域
の
低

空
飛
行
訓

練
の
増

大
、
オ
ス

プ
レ
イ
の

訓
練
開
始

の
危
険
、

民
間
機
や

ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
と
の
衝
突
な
ど
の
危
険
が
増
え
る
こ

と
を
告
発
し
、
米
軍
機
の
異
常
な
低
空
飛

行
訓
練
の
背
景
に
は
日
米
安
保
体
制
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
し
、

て
、
自
治
体
ぐ
る
み
の
た
た
か
い
が
各

地
で
前
進
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、

住
民
運
動
の
前
進
が
米
軍
機
の
低
空
飛

行
訓
練
を
中
止
さ
せ
る
力
に
な
る
と
強

調
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
も
米
軍
の

動
き
の
現
状
、
県

ｏ
市
の
対
応
の
問
題

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、

「オ
ス
プ
レ
イ

・
米
軍
機

低
空
飛
行
訓
練
を
許
さ
な
い
但
馬
の

会
」
の
結
成
が
確
認
さ
れ
、
地
域
住
民

の
安
全
を
守
る
運
動
セ
ン
タ
ー
が
で
き

ま
し
た
。

【
お
知
ら

せ
】

「兵
庫

皇
思
法
県
政
の
会
」
は
１０

月
１８
日

（土
）
午
後
、

「講
演
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
詳

細
は
近
日
中
に
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
ご
案
内

し
ま
す
。

多々良木ダムでの飛行訓練の調
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今年度の学校予算の総額が示
されました。ここ数年、県行革
プランに基づく教育予算の削減
によって、各学校では出張旅費

や冷暖房費にとどまらず、日常
の教育活動や生徒の学習に不可

欠な実習費、机・椅子や教室用

カーテンの購入もままならない

状況が生まれてきています。

2012年 度に大幅な削減が

あり、それ以降も漸減傾向が続
いています。今年度 も実習費の

10%カ ッ トや旅費の0.5%カ ッ

トをはじめとして厳しい内容が

盛 り込まれています。

今後の流れは、 6月 末には各

学校へ学校予算年間額

の内示があり、それに

応じてそれぞれの学校

で年間執行計画 を立

て、 7月 下旬に県に提

出します。その際にま

ず高教組は各学校の予算の実態
がどうなっているのか、具体的
な事実に基づいて明らかにして
いきます。そして、それを「教

育黒書」にまとめ、教育費は未

来への投資であることを訴えな
がら、学校予算の増額を広く県

民に訴えていきます。
“すべての"子 どもに “ひと

しく"ゆ きとどいた教育をすす
めるために、教育条件を整備す
ることは保護者、教職員、そし

て何より子どもたち自身の切実
な要求です。財政難を理由にし

たこれ以上の教育予算カットは
「これからの兵庫県を支えてい

く次世代の若者をすくすくと育

てたい」という県民の願いと

真っ向から対立するものです。
もう、教育現場は限界を超えて
います。

轟
鰯
腋
鼈
鰈
経
鱗
守
軋
腋
『隆
鼈
颯
跛鼈
凸

半
導
体
大
手

ｏ
ル
ネ
サ
ス
北
伊
丹
事

業
閉
鎖
に
対
し
、
兵
庫
労
連
、
日
本
共

産
党
伊
丹
市
議
団
な
ど
の
よ
び
か
け
で

５
月

２５

日
、

「ル
ネ
サ
ス
の
リ
ス
ト

ラ
か
ら
雇
用
と
地
域
経
済
を
守
る
連
絡

会
」
が
結
成
さ
れ
、
反
撃
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
結
成
集
会
に
は
、

２４
団
体

７５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、

「連
絡
会
」
は
事
業
所
門

前
、
地
域
、
駅
頭
を
含
む
４
種
類
５
万

枚
を
超
え
る
ビ
ラ
宣
伝
を
は
じ
め
、

「事
業
所
閉
鎖
の
中
止
」
を
県
と
市
に

要
請
、
商
工
会
議
所
、
連
合
伊
丹
、
三

菱
労
組
、
ル
ネ
サ
ス
労
組
な
ど
を
訪
問

し
、
懇
談
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

６
月
市
議
会
で
は
日
本
共
産
党
市
議

団
が

「市
が
誘
致
し
た
企
業
が
、
会
社

の

一
方
的
都
合
で
事
業
所
を
閉
鎖
し
、

労
働
者
と
地
域
住
民
に
し
わ
寄
せ
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」

「ル
ネ
サ
ス
と

設
立
母
体
で
あ
る
三
菱
電
機
に
雇
用
と

地
域
経
済
を
守
ら
せ
企
業
の
社
会
的
責

任
を
果
た
さ
せ
よ
」
と
市
当
局
を
追

及
。
こ
れ
に
対
し
い
藤
原
保
幸
市
長
は

ル
ネ
サ
ス
と
三
菱
電
機
に
出
向
き
、

「決
定

（
『撤
退
』
）
が
履
ら
れ
な
い

な
ら
ば
、
そ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど

め
…

（転
勤
で
き
な
い
ル
ネ
サ
ス
社
員

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
）
三
菱
電
機

が
対
応
し
て
頂
き
た
い
と
お
願

い
し

た
。
今
後
も
お
願
い
し
て
い
く
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

「連
絡
会
」
は
、
こ
う
し
た
新
し
い

変
化
に
確
信
を
も
ち
、
職
場
と
地
域
か

ら

「雇
用
と
地
域
経
済
を
守
る
」
の
大

運
動
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。


